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東 京 版

日
本
を
つ
く

る
こ
と
で
す
」

と
い
う
今
宮

氏
の
話
に
参

加
者
か
ら
共

感
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し

た
。
八
王
子

の
会
事
務
局

で
は
、
３
月

中
に
世
話
人

会
議
を
開
催

し
、
４
月
中

に
は
久
し
ぶ

り
の
総
会
を

開
い
て
10

％

増
税
阻
止
の

体
制
を
確
立

し
よ
う
と
申

し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万
・
消
費
税
増
税
中
止
１
０
０
０
万
署
名

２
つ
の
署
名
の
訴
え
に
共
感
広
が
る

消
費

税
を
な
く
す
全

国
の
会
と

東
京
の
会
が
毎
月
24

日
定
例
宣
伝
・

署

名
活
動

を
展
開

し
て
い

ま
す
が

２

月
24

日
も
10

人
が
参

加
し
て
行

い
ま
し
た
。

10
％
増
税
で
日
本
の
経
済
と
国
民

の

暮
ら
し

が
壊
れ

る
、
政

府
や
自

民

・
公
明

党
の
「

軽
減
税

率
」
の

宣

伝
は
ご

ま
か
し

と
批
判

、
戦
争

法

廃
止
で

５
野
党

の
共
同

が
す
す

む

こ
と
に

期
待
の

高
ま
り

を
訴
え

ま

し
た
。

お
参
り

に
来
た

女
性
は

「
年
金
が
下
が
り
生
活
が
苦
し
い
、

消

費
税
10

％
は

ダ
メ
！
、

私
は
中

国
か
ら
の
引
き
上
げ
体
験
者
で
す
、

戦

争
も
絶

対
ダ
メ

！
。
と

げ
ぬ
き

地

蔵
に
は

平
和
を

願
っ
て

お
参
り

に

来
て
い

る
」
と

語
っ
て

署
名
さ

れ

ま
し
た

。
こ
の

日
は
都

内
各
地

で

宣
伝
・

署
名
活

動
が
展

開
さ
れ

ま

し
た
が

、
戦
争

法
廃
止

と
消
費

税

増
税
は

許
さ
な

い
の
共

感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

24
日
JR
巣
鴨
駅
定
例
宣
伝

消
費
税
を
な
く
す
六
郷
の
会
は

３
月
５
日
、
「
戦
争
法
廃
止
オ
ー

ル
六
郷
の
会
」
と
共
同
し
て
東
六

郷
二
丁
目
を
署
名
訪
問
、
戦
争
法

廃
止
40
名
、
消
費
税
増
税
中
止
78

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

戦
争
体
験
や
暮
ら
し
の
実
態
な

ど
宣
伝
し
て
い
る
と
通
り
が
か
り

の
人
が
「
署
名
さ
せ
て
…
」
と
寄
っ

て
き
て
署
名
、
事
前
に
配
布
し
た

用
紙
に
名
前
を
書
い
て
待
っ
て
い

て
く
れ
た
人
、
中
学
生
が
渡
し
て

く
れ
た
署
名
は
「
こ
れ
は
宝
だ
」

と
訪
問
し
た
人
の
感
想
。
声
を
上

げ
れ
ば
政
治
は
変
え
ら
れ
る
。

３
月
９
日
「
大
泉
学
園
の
会
」

も
学
習
会
・
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
東
京
の
会
林
事

務
局
長
が
新
し
い
パ
ン
フ
を
使
っ

て
「
戦
費
調
達
の
10
％
増
税
は
許

さ
な
い
」
と
報
告
。
「
戦
争
ほ
ど

ム
ダ
遣
い
は
な
い
」
「
戦
争
中
学

徒
動
員
で
風
船
爆
弾
を
つ
く
ら
さ

れ
た
。
な
ど
の
話
が
出
さ
れ
、

「
パ
ン
フ
は
千
円
以
上
の
値
打
ち

が
あ
る
ど
ん
ど
ん
学
ん
で
知
ら
せ

て
ゆ
こ
う
」
と
新
た
に
30
部
が
追

加
注
文
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
く

総
会
で
は
「
な
く
す
会
」
の
発
展

へ
新
た
な
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

消
費
税
廃
止
東
京
各
界
連
絡
会
は

２
月
29
日
JR
大
塚
駅
で
宣
伝
・
署

名
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

７
団
体
16
名
が
参
加
、
各
団
体
の

代
表
が
リ
レ
ー
で
訴
え
ま
し
た
。

「
軽
減
税
率
は
『
税
率
添
え
置
き
』

で
し
か
な
く
、
庶
民
に
は
１
世
帯

あ
た
り
６
万
２
千
円
の
負
担
増
に

な
る
」
こ
と
が
国
会
論
戦
で
あ
き

ら
か
に
な
り
、
一
方
政
府
が
出
し

た
「
所
得
税
法
改
悪
案
」
は
法
人

税
率
を
現
行
23
・
９
％
～
23
・
４

～
23
・
２
％
と
段
階
的
に
引
き
下

げ
る
も
の
。
ま
す
ま
す
大
企
業
に

は
優
遇
、
弱
い
者
を
い
じ
め
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

署
名
で
は
「
こ
れ
以
上
増
税
な
ん

て
、
ど
う
し
て
暮
ら
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
、
安
倍
さ
ん
は
庶
民
の

暮
ら
し
は
わ
か
っ
て
い
な
い
…
」

「
10
％
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん

だ
ろ
う
、
ち
っ
と
も
景
気
が
回
復

し
て
い
な
い
の
に
…
」
な
ど
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

所
得
税
法
改
悪
で
大
企
業
に
減
税
、
庶
民
に
は
大
増
税

いまの政治・経済に、消費税増税を阻止し、社会保障

を充実し、働く人びとの権利を守り、安倍政権を許さ

ず、民主主義・平和の日本をつくることです（今宮謙二氏）

消費税をなくす八王子の会が学習会

板
橋
は
元
蓮
沼
駅
宣
伝
で

47
名
の
署
名

消
費
税
を
な
く
す
板
橋
の
会
と

消
費
税
廃
止
板
橋
連
絡
会
は
２
月

24
日
、
元
蓮
沼
駅
前
で
定
例
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。

「
個
人
消
費
が
大
き
く
後
退
し
日

本
経
済
の
回
復
が
見
通
せ
な
い
中

で
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
は
絶

対
許
せ
ま
せ
ん
。
減
税
ス
ト
ッ
プ

と
応
分
の
負
担
で
充
分
で
す
。
増

税
中
止
の
声
を
高
め
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
、
署
名
47
名
分
を
集
め
、

ビ
ラ
テ
ッ
ィ
シ
ュ
２
５
０
枚
を
配

布
し
ま
し
た
。
行
動
に
は
11
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
（
今
井
世
話
人
の

通
信
）

JR大塚駅の宣伝・署名作戦

JR巣鴨駅定例宣伝

「
消
費
税
を
な
く
す
杉
並
の
会
」

は
２
月
１
日
杉
並
土
建
会
館
で

「
軽
減
税
率
で
暮
ら
し
は
守
れ
る

か
」
の
消
費
税
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

佐
伯
正
隆
税
理
士
が
「
軽
減
ど
こ

ろ
か
１
世
帯
６
万
２
千
円
の
負
担

増
、
軽
減
で
飲
食
料
品
（
酒
と
外

食
を
除
く
）
の
価
格
は
下
が
ら
な

い
、
か
え
っ
て
上
が
る
と
思
わ
れ

る
」
と
報
告
。
ま
た
南
部
会
計
の

谷
氏
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
が
導
入
さ

れ
る
と
免
税
業
者
は
取
引
停
止
に
、

と
ん
で
も
な
い
制
度
」
と
批
判
。

早
急
に
仲
間
に
知
ら
せ
て
ゆ
こ
う

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
24
日
阿
佐
ヶ
谷
駅
で
宣
伝

行
動
11
人
が
参
加
し
署
名
が
17
人

分
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
杉

並
の

会

」
も

消
費

税

セ
ミ

ナ

ー

軽
減
税
率
で
学
習
会

大
泉
学
園
の
会
も
学
習
会
・
総
会

西
六
郷
都
営
団
地
で
78
名
の
署
名

消

費

税

を

な

く

す

六

郷

の

会

（
大
田
区

）

消
費
税
を
な
く
す
八
王
子
の
会
は

２
月
20
日
「
ア
ベ
経
済
は
許
さ
な
い
」

と
い
う
テ
ー
マ
―
で
「
学
習
会
」
。

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
発

表
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本

の
経
済
が
ど
う
な
る
の
か
？
と
い
う

疑
問
・
不
安
と
学
習
会
の
テ
ー
マ
―

が
か
み
合
い
38
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
宮
謙
二
中
央
大
学
名
誉
教
授
の

講
師
で
「
政
府
・
日
銀
が
描
い
た
異

次
元
の
金
融
緩
和
政
策
」
企
業
や
家

計
に
お
カ
ネ
が
回
ら
ず
「
デ
フ
レ
・

不
況
脱
却
」
の
も
く
ろ
み
が
失
敗
し

た
こ
と
を
様
々
な
デ
ー
タ
―
で
解
明

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
消
費
税
は

社
会
保
障
に
と
い
い
な
が
ら
次
々
と

切
り
捨
て
る
安
倍
政
権
に
対
す
る
怒

り
は
強
く
、
「
今
日
本
の
政
治
・
経

済
に
必
要
な
こ
と
は
、
消
費
税
増
税

を
阻
止
し
社
会
保
障
を
充
実
し
、
働

く
人
び
と
の
権
利
を
守
り
、
安
倍
政

権
を
許
さ
ず
、
民
主
主
義
・
平
和
の

八王子の会学習会 大泉学園の会学習会



い
つ
も
の
代
々
木
駅
口
前
に
集
合
。

集
合
時
間
の
９
時
前
に
は
全
員
集
ま

り
、
予
定
よ
り
早
く
出
発
。
さ
す
が
慣

れ
た
人
が
多
い
様
だ
。

<

新
国
立
競
技
場
建
設
予

定
地>

最
初
は
直
ぐ
近
く
の
新
国

立
競
技
場
建
設
予
定
地
だ
。

建
設
予
定
地
は
背
の
高
い
塀

に
囲
ま
れ
て
何
も
見
え
な
い
。

し
か
し
、
大
規
模
な
集
会
に

幾
度
と
な
く
使
わ
れ
て
き
た
明
治
公
園

が
完
全
に
塀
に
囲
ま
れ
て
し
ま
い
、
新

競
技
場
完
成
後
も
そ
の
様
な
公
園
が
再

現
さ
れ
な
い
と
聞
く
と
だ
ん
だ
ん
腹
が

立
っ
て
来
る
。

<

新
幹
線
東
京
中
央
駅
予
定
地>

多
く
の
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ

で
も
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て
行
く
リ
ニ

ア
新
幹
線
。
そ
の
始
発
駅
は
今
の
東
海
道

新
幹
線
品
川
駅
の
地
下
深
く
と
な
る
そ
う

だ
。
新
幹
線
の
線
路
が
あ
る
海
側
で
バ
ス

を
降
り
る
。
デ
パ
ー
ト
の
中
の
様
な
雰
囲

気
の
品
川
駅
構
内
と
違
い
、
海
側
の
駅
前

は
森
閑
と
し
て
い
る
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
開

業
（
予
定
）
の
２
０
２
７
年
に
、
こ
こ
は

ど
ん
な
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
生

き
て
は
い
て
も
、
自
分
で
歩
い
て
こ
ら
れ

な
い
人
が
多
い
よ
う
に
お
見
受
け
し
た
。

子
た
ち
孫
た
ち
は
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。

<

東
京
駅
丸
の
内
再
開
発
・
八
重
洲
再

開
発
・
超
高
層
ビ
ル
予
定
地>

そ
の
開
発
の
一
角
で
あ
る
大
手
町
の
ビ
ル

街
で
バ
ス
を
降
り
る
。
ま
だ
文
句
な
く
立

派
な
ビ
ル
。
祝
日
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ

明
か
り
も
点
い
て
い
る
。
原
発
と
違
っ
て

ま
だ
何
十
年
で
も
使
え
そ
う
に
思
え
る
が
、

壊
し
て
建
て
直
す
と
潤
う
人
が
何
人
か
い

る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
「
何
で
こ

れ
を
壊
す
の
か
」
と
い
う
疑
問
は
融
け
る

が
、
益
々
腹
立
た
し
く
な
っ
て
来

る
。

<

豊
洲
中
央
卸
売
市
場
予
定
地
な
ど>

国
際
埠
頭
会
館
の
屋
上
か
ら
築
地
か
ら

移
転
し
て
来
る
豊
洲
中
央
卸
売
市
場
建
設

予
定
地
を
見
る
。
も
う
相
当
に
建
設
が
進

ん
で
い
る
。
も
う
今
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
な

の
だ
と
い
う
。
高
い
負
担
金
の
た
め
零
細

な
仲
卸
が
移
転
出
来
な
い
等
と
い
う
問
題

は
そ
の
ま
ま
だ
。

<

米
軍
横
田
基
地>

米
軍
の
先
兵
で
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
戦
争
法
が
昨
年
成
立
し
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
れ
を
先
取
り
す
る
形
で
横
田
基

地
に
は
米
軍
と
自
衛
隊
と
の
総
合
指
揮
所

も
お
か
れ
て
い
る
。
拝
島
駅
に
近
い
場
所

で
い
っ
た
ん
バ
ス
を
降
り
フ
ェ

ン
ス
越
し
に
基
地
を
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
。
そ
の
後
、
瑞
穂
町
に
あ

る
施
設
の
屋
上
か
ら
遠
望
す
る
。

し
か
し
、
今
日
は
祝
日
の
た
め

か

、

飛

行

機

の

離
発
着
が
全
く
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

今
日
は
、
こ
れ
で

帰
路
に
就
く
。
帰

り
道
、
空
が
夕
焼

け
に
な
り
か
け
て

い
た
。

消
費
税
を
な
く
す
東
京
の
会

ム
ダ
使
い
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

税
消
費
税
を
な
く
す
新
宿
落
合
中
井
の
会

木
村

隆

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
支
え
る

消
費
税
大
増
税
許
さ
ず
安
倍
政

権
を
少
数
に
追
い
込
も
う

３
・
13

重
税
反
対
統
一
行
動
は
１
９

６
５
年
３
月
、
東
京
荒
川
税
務
署
に
対

す
る
民
商
や
東
京
土
建
の
仲
間
た
ち
か

ら
始
ま
り
、
１
９
７
０
年
か
ら
重
税
反

対
全
国
統
一
行
動
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た

今
年
は
３
月
11
日
「
い
の
ち
・
暮
ら

し
、
平
和
を
守
る
た
め
、
戦
争
法
を
廃

止
し
、
消
費
税
増
税
中
止
、
重
税
反
対

民
主
的
税
制
・
税
務
行
政
の
実
現
へ
全

国
民
が
声
を
上
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
第
47
回
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

と
し
て
全
国
５
６
０
カ
所
、
東
京
で
は

34
カ
所
で
と
り
く
ま
れ
中
小
業
者
、
労

働
者
、
年
金
生
活
者
、
女
性
ら
７
３
９

８
人
が
集
会
、
デ
モ
、
税
務
所
へ
集
団

申
告
な
ど
の
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
大
田
実
行
委
員
会
は
、
大
田
区
民

セ
ン
タ
ー
に
18
団
体
が
集
ま
り
蒲
田
税

務
署
ま
で“

消
費
税
増
税
や
め
ろ
”

“

戦
争
法
は
廃
止
し
ろ
”“

中
小
企
業

に
仕
事
を
回
せ“

と
シ
ュ
プ
レ
シ
ュ
コ
ー

ル
を
あ
げ
三
線
と
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が

ら
デ
モ
行
進
。
消
費
税
な
く
す
六
郷
の

会
は“

庶
民
に
は
大
増
税
！
大
企
業
に

は
大
減
税
！
許
せ
な
い
！
”
の
怒
り
の

横
断
幕
を
持
ち
参
加
し
ま
し
た
。

●
中
野
実
行
委
員
会
は
参
加
者
２
０
０

名
で
消
費
税
を
な
く
す
中
野
の
会
事
務

局
長
が
決
議
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

●
八
王
子
実
行
委
員
会
は
市
内
舟
森
公

園
で
小
雨
の
寒
い
な
か
３
・
11
被
災
地

へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
２
０
０
人
で
出

発
し
、
デ
モ
行
進
中
に
３
０
０
人
に
ふ

く
れ
上
が
り
ま
し
た
。

●
立
川
で
は
「
重
税
反
対
諸
要
求
実
現

立
川
地
域
総
行
動
」
に
５
０
０
人
が
結

集
、
多
摩
教
育
セ
ン
タ
ー
で
集
会
の
後

「
税
金
は
国
民
の
た
め
に
使
え
」
と
デ

モ
行
進
、
税
務
署
で
集
団
申
告
、
税
務

行
政
の
民
主
化
を
交
渉
し
ま
し
た
。

●
江
戸
川
集
会
２
カ
所
で
、
葛
飾
も
２

０
０
人
が
申
告
し
ま
し
た
。

増税中止で暮らし守ろう

全都34税務署に納税者の権利守り集団申告

中野実行委員会の統一行動

葛飾集会２００人が行進

江戸川集会２カ所で集会

行進中に３００人に

大田実行委員会のデモ行進


